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1  ・号 
て
か
 

第
 

第
八
区
三
連
勝

な
る
か
 

各
地
区
一
書
に
猛
練
習
始
め
る
 

>
 

〔z
 

く
 

町
、
東
町
 

⑩
上
二
古
町
、
上
・
下鍛
冶
町
、
 

新
誠
町
 

⑩
畑
中
、後
町
、
冷
水
、
東
町
、本
 

町
 

⑩
中
柏
木
、小
栗
崎

▽
喜
艮
市
 

⑩
岩
見
町
、更
生
部
落
 

（叫
喜良
市
 

⑩
小
田川
 

小
田
川
ダ

ム
調
査
進
む
 

明
年
度
で
設
計
完
了
予
定
 

妻
早
）
首
、
午
後
一
時
半よ
り
町役

場
会
躍
室に
商
工
会
、学
校
、体
協
、
 

行
政
協
力
常
任委
は
が
集
り
、第
」
回

町
良縦
助
会
に
つ
い
て
打
合会
を
開
い

た
結
果
、十
月
ヂ
」
甘
（
日）
芦
野
グ

ラ
ン
ド
に
お
いて
行
う
こ
と
に
決
つ
た
 
 

こ
の
町
民
運
助
会
は
《
竺
回
、第
二
回

と
と
弟
八
区チ
1
ム
（
藤枝
、
「（
松
、
 

見
崎
）
が
一通
勝
し
て
お
り
、同
チ
1
 

ム
は
今
年
も
、と
一蓮
勝
を
ね
らつ
て

大
い
に
ハ
リ
キツ
て
い
一
象
、昨
年
b
 

ず
か
の
差で
惜
し
く
息
m二
位
と
な
つ

た
第
九
区チ
1
ム
（
川
倉
）
で
は
、
優

勝
か
あ
ざ
し
、
早
く
か
ら猛
線
習
して

い
る
の
で
、第
八
区
出涌
断
は
さ
れ
な

い
と
町
の
う
わさ
が
あ
り
、ま
た
他
区

チ
1
ム
も
、
そ
れ
ぞれ
『
打
倒
八
巨

を
目
横に
し
て
い
お
で
、
本
年
の
優

勝
杯
の
ゆく
え
は
予
想
つか
な
い
と
い

う
の
が
本当
だ
ろ
う
。
 

な
お
今
回の
運
助会
は
『例
年
の
よ
う

な
皿
目
で
な
く
、
も
つ
と
レ
ク
リ
エ1
 

シ
ョ
ン
的な
も
の
を
加え
て
ほ
しい
』
“
 

乙
い
ニ
孟m認
が
多
い
の
で
、そ
の
声
か
》
 

皿
視
して
プ
ロ
グ
ラ
ムを
粗
む
こ
と
に

な
つ
て
お
り
、珍
競
技
永続
出
し
、例

年
に
な
い
盛大
な
町
民還
助
会
が
展開

さ
れ
ると
い
うの
で
、全
町
民
か
ら期

待
さ
れ
て
い
る
。
各
チ
1
ム
の
区
分は

昨
年
と
同
じ
で
次
のと
お
り
。
 

▽
金
 
木
 

①
本
町
、栄
町
、田
町
、南
一

の
山
遭
町
、昭
和
町
、大
東
ケ
丘

③
神
明
町
、朝
日
町
、北
新
町

④
小
川
町
、米
町
、川
端
町

⑤
寺
町
、新
富
町
、浦
町
、芦
野
町

⑥
沢
部
、
「
軒
町
 

⑦
一
 
、神
原
 

⑧
藤
枝
、若
松
町
、
見
崎
町

⑨
川
食
 

▽
嘉
 湘
 

⑩
上
・
中
・
下派
立
、新
町
、昭
和
 

よ
 

だ
 

ニ
ナ
万
円で
年
内
に
移
転新
築
す
る
こ

と
に
な
つ
た
。
 

こ
の
火
狸？
助は
焼
屍炉
一
基
で
休
息
室

も
股
け
ら
れ
る
、木
冷
軍
屋
建
て
の
ー
ー
 

ナ
四
坪
、屋
根
は
トタ
ン
葺
。
部
落
民

は
中
学
校
の
校
舎
が
建
て
られ
た
昭
和

二
・工
牟
以
来
の
悩
み
の
タ
ネ
で
あ
つ

た
も
ので
、
竣
工
の
一日
も
早
い
こと

を
望
ん
で
い
る
。
 

原

・
水
禁
の
会
を
結
成
 

会
畏
に
花
田
町
畏
選
任

去
る
十六
日
午
後
八
時
より
金
木
町
保

青
所
に
お
い
で
金木
町
原
水
燥
禁
止
の

会
の
結
成
会
が
行
われ
た
。
 

当
日
は
花
田
町長
、
高
柵
教督
長
、山

本
金
小
校長
、
中
谷
川
小
校
長
、
安
田

婦
人
会
長
は
じ
め
約
五＋
カ
ロ
が築
り
、
 

小
山
内
嘉
一郎
氏
が
議
長と
な
り
、会
 

聖
慮
案
ど
お
り決
定
、会
晋
鷲
 

町
長
、副
会
昌

は
原
田
町臓
会
臨
長

鳴
海
健
古
、安
田
百
合
子
の
釜
一
を
そ

れ
ぞ
れ
選
任
し
た
。
 

な
お
当
日は
原
水
爆禁
止
世
界
大会
田

席
者
の
中
谷
川
倉
小
学
校
畏
、
小
山
内

町
議
の
講
演
お
よ
び報
告
が
あ
つ
た
の

ち
ス
ラ
イ
ド
、映
画
を
上
映
し閉
会
し

た
o
 

今
年
も
一
万円
を
寄
附
 

ア
メ
リ
カ
の
藤
元
さ
ん
か
ら
 

ニ
ユ1
ョ
1
ク
か
ら三
土
牟
ぶ
り
に
驚

の
金
木
町を
訪
れ
た
藤
元
嘉嗣
氏
（
寿
）
は
、
戦
後
、毎
年
の
こと
く
毎

校
金
木
小
、・
中学
校
に
多
額
の
寄
附
を
し
、
昨
年
九月
、
そ
の
帰
郷
記
念と
し
て
、
さ
ら
に
十
万
円
相
当
の
株
券を
 

羅
醜
議
無
麟
 

喜
良市
の火
葬
場
  
」
縄
群
鎚
競
議
 

に
な
り
、よ
・
名
いふ
用
上

流
が
適
 

年

内

に

移

転
 

よ
 
 
る
実
妹
リ
ツ
さん
（五
五芳

に
約
房

月
 

鰐
雛
鰐
熊
黙

響熱市D
招鶏
」稽
紗

轍
費
襲
響
難
 

鷲
網
騒
』
縛
露
”報
舞
議
騒

蒙
）鑓
編
 

難
鐘

鰭
耗
の
纂
難誠
？籍
』」
騒
髭
鷺
難
難
 

こ
よ
ろ
衛
所
D
費
『
に
泊
手
レ

【
れ
月
 

木
 

秋
晴
れ
に
親
子
楽
L
む
 

鷲
絵

保
育
所
の
合
同
運

動
会
 

金
木
町保
青
所
の
運
助
会
は
九月
二
十
 
捻謬
ょ
り
次
A
に
繰
り
ひろ
げ
ら
れ
た
 る
親
子
競
走
と
踊
り
、
腹
を
か
か
え
て
 

、二
日
、
母
の
会
、
婦
人
会
と
合
同
で
芦
 
各
秘
目に
は
、総
口
が時
の
た
つの
も
 と
ろ
げ
回
つた
オ
シ
ドリ
競
走
な
ど
多

？
ー
ー
 

・
野
グ
ラ
ン
ド
に
お
いて
開
か
れ
た
。こ
 
忘
れ
る
ほど
の
拍
守
と爆
笑
の
ニ
予ノ
が
 彩
な
プ
ログ
ラ
ムの
う
ちに
、
午
後
」1
 

の
日
は
前
日
に
引
喜
一
 き
、
秋
晴
れの
 
会
場の
室
高
く
巻
き上
つ
た
。司
愛
い
 
時
半
、安
田
副
大
会
長の
こ
と
ば
で
幕
 

蕪
麟
讐

黙
紗氏
護
舞
一
』難
難
織
灘
難
葬
難
襲
醗
一
 

叫
 

そ
ー
っ
いえ
ば
、こ
の
ネ
、出
悌
A
の
 
｛一

‘
、
一
 
一
 

い
る
の
は
、
頭
の
柔
少
し
薄
く
な
 
学
校の
こ
と
を
思え
ば
、五
所
川
原
 
叫
 

」
舞
誤
）難
」」曹
1

「
葦

「
、●
 
ー

f

」
手

一
旦
 
疑
」
鰐蒜
「難
麓
誌
難

融
鐘
「
 

m

」繊
鰐
鷲
嚢
．二
二
 
r
 

、
遍

、
）
事m
唱
実
 
結議
醸
》
薙」
難
鰍
耀
発
ジ帥
 

帥
騒
鷲
麓
鑓
」
』
 

 
一
 

一
 

タ
）
」
て
 

る
 
薮
鍾
鯉
難
「
『」
」
難話
の認
目
を
さ

が
し田
”
 

」
轄
舞
疑
箕
「
叫
 

ー
A
 

‘
 
一
り
 

ら
 
鰭
鯵
（
鋸
鍵
気
鯛
巽
器
駕

m
 

「
】
た
ま
つ
た
で
し
よ
う
』
と
。
 
《

編
 
一
 

、
 
に
 
。

漏
 
、
I
 

か
 
、
‘
 

し
副
議
件
を
全
部
収
容
すス
業
は
、
 る
の
で
、
い
た
ず
らつ
気
を畠
し
て
 
同
 

加
 
しか
も
興
味あ
り
げ
に
メ
モ
し
て
い
  
J、

 
・
一
 

r
‘
一
 

、
 
‘

・
 
 
・

叱
 
ン
」・1
1
 唱
 

r
・
一
」
 
『
今
回は
理
忍
と
現
突
の
板ば
）
どみ
 
話術
策
に
か
か
つ
て
しま
つ
た
。
 
門
 

に
 
まん
ネ
‘
た
と
え
は
，襲
か
求
まて
一
 ‘
 
・
；
 
．
 

、
．
．
 

か

【
一
 
」
 
加
 
‘
  

e
皿費
暦
雄
て
しよ
う
叱
』
と
ニ
十
 
ツ
ヒ
リ
‘
 

に

』
 
ま
んネ
。
た
と
え
ば
、麦
が
お
ま
っ
一
 ‘

・
 

，
‘

,，
り
 

1
 
 

』
 
」
」
 
』
 
ー

ノ
．
 

の
盤

問
題
で
しょ
名
』
と
ニ
ヤ
 ツ
ピ
リ
。
 

脚
 

い
 
一
叫
 

一
f
j
 

ニ
ヤ
 
。
誠
に
人
が
悪い
。
 

は
じ
め
、
恐
る
、恐
る
伺
つ
たの
が
 割

回
 ユ
ー
1
 
「
 
乙
ォ
，
 

続
け
て
、
 

一
 

な
ん
と
帰
るに
も
帰
れ
ない
よ
う
な
 細
 

『
」
 
た
ま
つ
た
で
し
ょ
之
と
。
 

鳳 

金
盃
区

の
ダ
ム建
殴
の調
査
は
、
昭
 
底
し
た
細
密
豊
を
実
世
、

殴
計
 
寄

附
し
て
町
民
一
同
を感
激
させ
た
が
、こ
ん
ど
は
最
妻
の
お
懲

た
て
て
く
だ
さい
』
と
一万
早
一
議
し
 

和
二
究

年
か
ら
開
始
さ
れ
濡
地
の
 
を
完
了
す
る予
定
で
あ
る
o
 

関
保
者
一同
は
感
激
を
あ
ら
た
に
し
て
い
る
。
 

ユ
ー
ョ
1
ク
に
帰
つ
た
の
で
あ
るが
、
 ミ
リ
の
映
画
を
、た
び
た
び
に
映
写
し

こ
の
た
び
妹リ
ツ
さん
宅
に
『
昨年
故
 
てみ
て
思
い掛
を
播
し
て
い
ま
す
。
 

郷
に
帰
つた
と
き
の
思
い
田が
、
い
ま
 
特に
敬
老
会
の
こ
とが
一
番
印
級に
残

誉
山
忘れ
ら零
な
ダ
，ぷ内
や
こ
と
t離
」一、
亦一
．客
ー
ジ
し
轟
ぜ
ん
，ムコ
P・t
ぞ
a
 

に
笑
われ
な
が
らも
、
私
の
撮
つ
た八
一
す
つ
クと
し
よ
り
の
日グ
が
訪
れ
る
こ
 

金
 上
呑
匁
だ
つ
た
。大
会
彪
田
町
畏
の
 
可愛
い
ウサ
ギ
競
走
、手
に
汗
をに
ぎ
 を
閉
じた
。
【】
」
嘘n親
子
ダ
ン
ス
】
 
日

J
に
z
q
Jて
ゴ
 

唱
  
こ
ご
二
 
・
・f

…
・
・
（
』

・二

；
 
一

生
の
不き

と
も
、発
常

に
口
 
『
大
正三
年
寅
年
生
れ
、
大
凶
作
の
 奥
さ
ん
は
金
小
に
動
務
、仲
長
三
 
議
や
打
合
せ
ゃ
、覇

が
弓
っ
乞
 
膿
 

」覇
響
鼠
井
 
戸
「
移
一
愛難
蕪
一紺響
一
 

か
 
監
1
  
な
か

な
か
実
際
に
は
見
つか
ら
な
い
 
『で
は
、こ
の
辺
で
 
・』
と
立
ち
 呪
 

叫
 
り
し
や
べ
らん
、
と
聞
い
て
は
い
た
 

』
 
・【
 
一
 

H
 【
ー
 
篇
 
‘
 

「
 
」小

ー
 

そ
れ
で苦
し
加だ
o
子
供
は
朋
るく
 
上
り
際
、チ
ラ
リ
と
机
の
上
を
覗
い
 
淵
 

世
 
．
 
ー
 
ー
 

、
 

，
 

ブ
 
‘

r
 
 

、
吐
 

ー
 
川

m
 
 
一
」
 

．
 
一
ー
ー
 
・
 
‘

l
 

．
‘
ー
．
 

同
 

孟
 
が
）
 

、
旨
 
一
 

‘
 

、餌
『
 

1か
 
（
ノ
 
回
 
』
r
●
 
て
、

広
い
と
こー
つを
好
む
の
が
自然
 
た
ら
 

器
 

細
柊
斗
『袋
科
嫌
誉
っ
ま
り
、か
『
夢
 
「i謝
 

，
 

ソ
 
忘
ブ

v
'm
 

現
議
、
い
霧
転
と
、ず
い
分先
と
落

r
て
あ
ぞ

o
 

m
 

門
 
た
よ
らな
い
教
青
憲
讐
、

部
下
 
科
、経
験
教科
、
体
青
、「龍
と
四
 
アイ
キ
ョ
ウ
が
あ
り
、響
し

い
話
 
が
ら
、秋
田
の
酒
の
味を
わ
が
友
の
 
努
と
共
に
苦
しん
だ
らし
い
o
 
 

馴
（
z
・
A
）
 
融
 

婦

皿
書
唾

は
せ亀
と
漕
稽
嬬

授
け
編
凄

g
串

・
昭
に
も
ー
ウェ
ッ
トに
富
ん
だも

ょ
一
尾
曹
、し
ま
い
には
若
い
こ
北
教
組
の
裂g
「年
ゃ
9
J
」
 
冒
‘

メ
モ
する
中谷
校
E
 m
 

昭
 
た
。
お
話
を
聞い
て
い
倉
基
礎
教
 
『学
校
教
費
の
不幸
か
、そ
の
個
木
の
が
多
い
。
 

ろ
苗
代
を
泳
い
だ話
ま
で
す
る
次
第
 
が
、本部
は
五所
川
原な
の
で
翼
 
、
 

心
 

多
 

‘
 ‘

 

、
 

・
 

)
 

,
 

 
金
木町

婦
人
会
で
は
九
月
十
五
日
『
老
 

人
の
日
』
に
金
木地
区
の
老
齢
者
（
七
 

十
五
歳以
上
）
大
十
四
名
を
金
木町
保

青
所
に
加
得
し
、正
午
か
ら
敬
老
会
を

催
し
婦
人
会
よ
り
記
念
品
、町
是
か
ら

は
お
祝
い
のお
墓
ナ
を
贈
つた
ほ
か
、
 

会
風
の
演
劇
臣
襲
な
ど
があ
り
凝し
い

半
日
を
過
し
た
。
 

な
お
こ
の
日は
、
ニ
ユ1
ョ
1
ク
の
藤

元
嘉
嗣
氏（
五セ
）か
ら
、敬
老
会の
お
役

に
た
て
て
く
だ
さい
と
送
つて
き
た
一
 

  
一
 

万
円
の
寄附
伝
達
か花
田
町
畏
が
行
つー
 

た
の
ち
、町
長
お
ょ
嘉
人
会
長
よ
り

感
謝
状を
、
同
氏
の
代
理
者
と
し
て
の

実
妹
藤元
リ
ツさ
ん
（
五し
に
賂
呈
した

安
田
婦
入
会
長
の話
【
】
藤
元
さ
ん
は
終

戦
後
毎年
の
如
く
母
校の
金
木
小
、
 

中
学
校
に
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
、
A「
 

回
ま
た
私
還の
催
し
に
も
と
、一
万

円
を
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
こ
と
に
対
し

ま
し
て
は
、た
だ
感
謝
の
こ
と
ば
を

申
上
げ
る
の
み
で
す
。
 

'
 八

月
末
現
在
、町
税
の
徴
収率
が
約
一

〇
パ
1
セ
ン
トと
い
う
成績
で
あ
八
た

め
」肖
か
ら
は
再
建
計
画の
実
行
「
倦

ぶ
ま
れ
て
い
る
。
 

町
当
局
で
は
、
三
年
間
続
い
た豊
栃

こ
の
田
来秋
に
は
、町
税
の
瑚
納
を
一

掃
し
よ
う
と
目
下微
脱
討
電
を
線
つて

い
る
。
 

岩
村
現
藤

長
の
話
】非
伏
の
適
用
を
受

け
た
再
建
団体
で
あ
る
当
町
の場
合

計
固
ど
お
りの
税
金
が入
つ
て
こ
な
 

け
れ
ば
、つ
な
ソ
，

」資
金
の
借
人
れ
も
 

ー
 
▽新
市
町
村
馴サ
」
雪
 
同
組
合
お
よ
び
 

ぱ
難
瀦

難
」
 

認
醸
豊
難
器
農

襲
熱
 

み
 
た
の
で
、新
巾
警
単
位
に
統
合す
る
 
町村
合
併
に
よ
一
 

「
 
こ
と
がで
き
る
タ
い
数
む
れ
た
◇
 つ
た
ため
で
あ
 

農
舞
』
 仕
事
の
 

」
」
敏響
羅

耕
地面
穫
競
鷺
 

一
灘
「
一
鴛
「
競

】
 

轟
」
譲
鷲
篇
譲
餌
一
一警
 

墨
三
昌
」
一！
．
三
ニ三
一I

一一
三
三
一
I

ュ三
三，..．
ら
」
三●
一看
ま》
窒
三
三「
‘
●
旨
ら
曲
●
●
一
 

円
か
同
封
し
て
告
だ
も
ので
あ
るo
 
 

後
の
あ
り
方
」
n」
て
、
寿
指
導
者
 
々
の
パ
木ル
ーz
 

の
仕
事
に
つ
げ
 
七
れ
ぞ
れ
、
そ
の
 
し
、新
蒋
運
一
 

rー
 

道
の
オ
1
ソ
リ
寺
を
助
省
者
と
し
て
 
に
キ
エ
ン
を
あ
一
 

r」
L
・
】
 

熟
心
に
研
究
討
」
た
。
 

こ
の
研
究
A「
のA
 

l
 

被
に
持
（
御会
て
「
 ユ1
モ
ア
た
つ
ぷ
 
金
オ
開婦
‘八
塗
一
 

ー
 
り
な

蕉
m
町
具
「
迎
の
こ
と
ば
を
始
 
心に
会
臓
が
一
一
 

伏
か

4」
曜
」m
る
 

め
金
木音
頭
、
一一小
唄
の
披
露
、
紅
 
他
に
馳
せ
回
り
、
 

1

」
ノ
くー
．

‘
 

“
ニ
ノニJ
I
一
J
F‘
ま
l
I
?
'l
l,
'
,
.

！ー
 

白
磐
口
戦
と
、
」
里
け
る
の
血
赫れ
 
は
勿
諭
、学
建

て
の
レク
リ
エ
‘
ーョ
ンに
、
肩
の
こ
 
を
得
るな
ど
、
一

り
も
す
つ
か
h
 
 

れ
、大
い
に
親
陸
 
の還
営
が
ス
ム・

 

の
爽
を
あ
げ
た
 

者
に
よ
ろ
こ
ば

、
 

第
二
日
目
ま
 
一
報
告に
つ
づ
いて
 

町
一
明
る
い
歌

虹
 

電
木

コ

ー
ラ

ス
会

〈
 

今
年
四
月
よ
り
雪
した
、
金
氷
コ
1
 

ラ
ス
会
は
（
令
八年
団
と
合流
、
質
 

“

l

・

任
者
I
阿
部
冗
一
親
木
全
一）
そ
の
  

A
《
いト

」
靭

後
、
黙
心
に捜
・
一
か
さ
ね
て
い
る
が
 
「
．
ー
 

玉
る
九月
二
＋
‘
、次
の
よ
うな
計
 
”
〇
…
果
北
大

画
を
立
て
た。

 
 

一
来
町
し
、
械

①
秋
の
失術
シ
 
／に
は

、
多
数
の
 

層
の
あ
る
こ

ム蕩

に
参
加

J
い
。
 

！
か
ら
飯
警

②
年
間
、
村
に
」
い
歌
を
流
す
ため
 
・
原
田
義
民

に
い
ろ
い
お
『
蒼

舞
台
に
立
ち
  

・
を
喜
ば
せ
た

た
い
。
 
 

」
山
大
判
沢
の

里

く
の
町
民
ご
一Q
い
警
、

ロ
ず

《
だ
ろ
一Z

い

さ
ん
で
いた
”・
た
め
、ま
た
会
を
 
”
さ
れ
た
。
 

理
解
し
て
も
血
た
め
、
多
数
の
会
 
”
そ
れ
は
去
ス
 

臓
を
参
加
さ「
？い
。
 

一
白
鉄
荷
森
m
 

④
他
町村
に
も
出
け
、
会
田
相
互
の

力
を
つけ
た
い
一
 

ま
た
コ
1
フ
ス
冷
は
、
次
の
よ
う
な

日
程
で繰
習
し
で
る
。
 

〇
毎
週金
興
日
、
後
土
時
よ
り
八
時

半
ま
で
。
 

霧

所
、
？金木
・
皿
桜音
響

0
 

春
の
造
林
望

を
受
付
 

慰
が
具
体
化
され
ー
 
びと
な
つ
た
も

・

の
。
計
画
で
は
総工
繋
」億
五
千
万
円
「
 

を
投
じ
堤
膏
子
メ
ー

ル
、
堤
畏
二
一

百
メ
1
ト
ル
、
面
積
七
十
町歩
、
貯
水

量
は
四
百
五＋
万
ト
ン
と
い
う
も
の
で

水
田
用
水
お
よ
パ諭
田
用
水
の
補
給
が

目
的
と
な
つ
て
い
る
。
 

花
田
町
畏
の話
 
異
体
化
され
る
巡
び

と
な
つ
た
が
、問
題
は士
円
堤
とな

る
附
近に
硫
費
冷
泉
が
湧い
て
い
る

の
で
基
確工
事
を
ど
う
い
う
工
法で

す
る
か
に
あ
り
、般
計
も
この
た
め

遅
れ
て
い
る
。助
三
士
」年
度
は
徹
 

る
と
思
い
、
少
い
額
で
は
あ
りま
す
が
一
行
い
臓銘
を
与
一」
。
 

一
高
繊
）
＼
将
長
、
m
 

《
」
に
か
の
お
役
に
た
て
さ
せ
て
く
だ
さ
一
午
後
は
三
つ
の
金
餌
こ
分
れ
、
①
厨
ー
ドク
タ
1
の
三
 

難
難
鷲
緯
欝
鷺
齢
撫
籍
 

響
ー
プ
じ
勲
謝
卿
 

喜
ば
れ
た
「老
人
の
月
 

藤
元
氏
に
感
謝

状
を
贈
る
 

、
，

z
“
を
‘
乙
り
z
2‘
、
を4
z多？
く
gz老
、
を

zみ
にz、
、‘
z
22く
‘
？
、
zzgく
く
‘
ノz力2
2、‘
」
り2く
く‘
p
 

出
来
秋
に滞
納
を
一
掃
「
 

徴
税
率
は
八
月
末
で
二

U
%
 

困
灘
に
な
るば
か
り
で
な
く
財
政
の

再
建
も
で
き
な
く
な
り
、
助
府
で
せ

つ
か
く
和
予の
補
絶ま
で
して
貸
し

下
、
れ
た
二
千
百
万
円
の
再
建
債
の

繰
上
げ
返
賀
を
命
ぜ
られ
る
お
そ
れ

も
あ
り
ま
た
和
干
の
捕
給
も
停
止
）ロ

え
る
よ
うに
な
る
か
も知
ハy
よ
せん

一
二
の
う
え
再
建計
側
に
よ
る学
桜
建

築
、
遺
路
な
ど
で
き
なく
な
る
と
い
 

」
尋
銀
も
集
・
るの
で
、納
税
者
の

鳳
球
に
こ
協
ガ

ノ×
ーン
（
る
よ
っ切
に
 

ゆ
願
い
し
レ
二
す
っ
 

‘
 

1
0月1
5ま
で
鵬
喬
課
へ
 
一
 

嬰
の
春
、巌
奪
ると
い
う重

者
一一
〇

．
秋
議
一
 

総
議
」
縄鑓
競

鴛
 

林
商
工
課
へ
思
発

い
o
 
 

・
「
唾
父
と
一芦

の
他
人に
依
和
」
の
申
込
み
は
受
け
 
いめ
に
苫
る
n
f
 

し
～
」
。
 

な
い
。
 

”
．ー
。
 

の
菊
馴
争
立
さ
れ
た
い
j
 
 
【

同
氏は
警
り
 

綴
誇
難
緩
務
『
腕
糾
「
琴
 

（
叫
制
 

を
訪
れ
、
大
 

一2
、
操
移
 

ら
か
に
な
つ
 

倉
唾
・
 

九
月
十
二
、ナ
三
の
画
日
に
わ
たり
北

五
地
域
婦
合
体

お
ょ
嘉

人
学
級
遣

営
研
窯
」【
議会
が
斜
陽
館
に
お
いて
開

催
さ
れ
た
。
 

来
賓
お
よ
び北
五
地
域の
婦
人会
幹
部

地
元
婦
人
会
会
員
等参
築
者
約
百五
r
 

名
を
越
え
、
一
同
熟
心
そ
の
もの
の
酬

加懇
度
で
、有
意
義
な
一
百間
で
あ
ノ

た
。
 

第
一
日
国
は
開
会
式
に
続
いて
、
県
叫

図
害
館
長
小野
正
又
氏は
、
例
の
再
畠
 

新
生
活
の
暗
路
を
打
開
 

北
五
地
域
婦
人
会
の
研
修
会
 

   

  

一
写
奥
露
人
会
の
演
劇
に
見
い
る
腰本
リ
ツ
さ
ん
】
 

ノ
‘
、
申
◆
◆
◆
◆
◆
A、
ノ
 

な
離
鵬
を
縦
横に
駆
使
して
『
幸
せ
に

つ
い
て
』
と
瑚
しーん
、お
互
い
が
幸
せ

に
な
（Qた
め
に
は
、
擢
仏
に
潤
足
す
る

こ
と
な
く
、と
も
に
悩
み
、
考
え
、話

し
合
い
、理
想
に
向
つて
歩
を
進
め
て

ゆ
く
姿
が
、と
り
も
な
お
さず
、
実
殴

す
る
婦
入
学級
の
姿
であ
り
、気
ど
ら

ず
に
、
お
互
い
が
失
敗
談
を持
ち
田
し

て
、
研
究
の
素材
と
し
、あ
り
の
ま
ま

に
踏
り合
う
こと
が
、お
互
い
を
幸せ

に
す
る
の
だ
、と
い
一
局
容
の講
演
を
 

  

  

    

，
ー
‘l
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り 昭和32金 だ よ木 年 9月30日第
二
つ （2）4〉1

一

q

単

▽

ぜ

4

輪聖?、
P

上

向

亨日・

毎■

Ｕ
％

望
を
受
付

ま
で
■
喬
腺
へ

る
と
い
う
希
望
者

と
が
ら
に
注
意
し

で
、
当
町
鐸
溺
屡

れ
た
い
。

の
顕
込
み
は
受
け

ご
れ
だ
い
。

繰
溌
鋤
墾
一

し
た
、
金
木
コ
ー

年
団
と
合
流
、
責

一
画
木
全
一
）
そ
の

一
か
さ
ね
て
い
る
が

、
次
の
よ
う
な
酎

〆
に
は
、
多
数
の

い
。い

歌
を
流
す
た
め

豪
に
舞
台
に
立
ち

壱
い
歌
を
、
口
ず

だ
め
、
ま
た
会
な

だ
め
、
多
数
の
会

い
。

け
、
会
風
相
互
の

は
、
次
の
よ
う
な

る
。

後
七
時
よ
り
八
時

校
音
楽
室
。
…

Ⅸ
い
“
咽
馴
‐
’
’
‐
‐
‐
‐
‐
Ｉ
・
１
１
‐
１
１
１
１
‐
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
９
０
‐
Ｉ

昔
暁
毎
同
組
合
お
よ
び

‘
や
単
位
に
展
業
委
蝋
か
ら
各
一
人
と

た
が
、
そ
の
後
、
の
推
せ
ん
に
よ

‐
だ
に
も
か
か
わ
ら
内
な
市
町
村
長

』
慾
と
し
て
、
旧
市
る
こ
と
に
な
つ

ま
ま
と
な
っ
て
い
に
委
健
の
数
が

革
位
に
統
合
す
る
町
打
合
併
に
よ

に
整
耐
さ
れ
た
。
つ
た
た
め
で
あ

仕
事
の

軍
Ｑ

し
た
。
当
町
の
堀
合
は

戸
数
、
耕
地
面
積
①
遮
挙
ぼ
お
よ

条
例
庵
定
め
る
が
迩
挙
区
区

地
区
毎
に
選
挙
区
第
一
溌
罐

き
る
。

窪
壁
元
の
Ⅲ
接
選
第
二
大
宗

委
艇
と
、
腰
業
協
第
三
大
字

寺
室
一
三
悪
釜
宣
三
壱
受
酉
己
二
員
ら
今
曾
一

迎
の
こ
と
ば
を
始
一
心
に
会
儀
が
三

小
唄
の
披
露
紅
枢
に
馳
せ
回
り

醒
け
る
の
豆
毎
れ
忌
蜂
勿
臓
、
学
極

ヨ
ン
に
、
肩
の
こ
一
を
得
る
な
ど
、
一

興
大
い
に
親
睦
一
の
巡
営
が
ス
ム
．

一
者
に
よ
る
こ
ば

詫
告
に
つ
づ
い
て

明
る
い
歌
季

並
木
コ
ー
ラ
ス
会

｜』
の責，1

岬
い
る
関
係
で
ぬ

恥
饗
父
と
一
鋳
医

》
め
、
去
ゑ
雫

押
’
〕
罪
へ
。

一
同
氏
は
弘
大
鯉

．
｛
零
銭
に
黒
該

薩
腕
寒
で
あ
金
は

Ｐ
■
口
■
つ
●
凸
ｐ
●
令
●
■
ロ
泊
Ｐ
Ｇ
一
●
告
●
巳
ウ
ニ

○
…
取
北
夫

来
附
し
、
棒

層
の
あ
る
辰

か
ら
飯
酷
に

脇
田
義
一
氏

を
鶴
ば
せ
た

山
大
判
沢
の

だ
ろ
う
と
い

さ
れ
た
。

そ
れ
は
去
る

白
鉄
禰
森
出

を
肋
れ
、
大

る
と
、
挨
拶

ら
か
に
な
つ

【
写
庫
Ｉ

○
…
秋
乖
厚
一

奥
さ
ん
の
窪

露



の
を
結
成
 
響
際
ど
お
り溌
辰
准

播

に
喜
雲

任
 
町
声
製
普

は
原
田
町漢
臓
長

脅
ー
ン
金木
町保
黒
健
」
『
、安
田百
合f
の
食
を
 

婦
麟藍
鷲
難
騒
難
離
 

磐
等

製
喝
フ

イ
ド箇
を
上映
し豊
し
 

円を
寄
附
 

の
藤
元
さ
ん
か
ら
 

乞
訪
た
藤
元
携
嗣
氏（
五入
）
は
、
戦
後
、毎
年
の
こと
く
母
 

，
子
扇
郷
記
念
と
し
て
、
さ
ら
に
十
万
円
相
当
の
株
券を
 

翼
の

お
響

た
て
て
く
だ
さい
』
と
一万
円
を寄
附
し
 

I散の ぐ胃舌 zlz ま
 

だ
 

で
 

主
 

一三
 

《
 

カ
 

'
 

カ
 

食
 

た
 

、
  な

 
琳
 

司
 

な
 

チ
 

カ
 

、 万’ プ
 

印
 

か
 

・

買
磁
n
婦
入
会
の“
揃
に
見
い
る
藤本
リ
ツ
さ
ん
】
 

・

ー
→

ー
●
◆
◆
◆
◆
◆
〈
、ノ
 

新
生
活
の
 
Ia 

路
を
打
開
 

北
五
地
域
婦

人
会

の
研
修
会
 

⑤青森ー金才周道路路査 

⑥と L よ グ 0) 日 

⑦備洗認知銅運動会 

'
 

、

！
 

(
 

rソ 

7磁f 
金木警察署きに 

？
 
、
 

~
 

130 
'
 

、
 

』
 

J 	," 
・．I 

'l 	■ 
1 ' 	‘ 」 

‘
ャ
 ニ

サ
J
 」

「
報
お
一
 

・

一
？
 

一
 

・

‘
 

ち
 

計
・
 
二
＋

五
人

②
農
業
団
体の
推
せ
ょ
一
委
員
 

農
業
協
同
組合
 
一
 
七

人

農
業
共
済
組
合
 

一
一人

計
 

九
人

③
学
識
経
験
 

五
人

総
 
計
 

一1干
九
人

▽
専
門
に
仕事
を
す
すめ
る
部
会
制度
 

す
る
こ
と
に
な
つた
。
と
く
に
選
挙
し

た
委
」が
二
＋
人
以
上
の
市
町村
で
は

必
ず
農
地
部
会
を
設
置
す
るこ
と
に
な

つ
た
。
 

当
町
の
場
合
は
次
の
とお
り
。
 

①
農
地
部
会
 

運
挙
委
員
の
互
選
 

＋
」
一
人

殴
業
団
体
委
員
の
互
選
 

一
一入
 

会
長
と
して
町
内
の
磐
最
興
に
多

大
の
貢献
を
し
、町
民
」
”
らの信
任
 

は
厚
か
つ
た
。
 

】
 

宣
賃
n別
れ
を
惜
し
む
秋
元
夫
妻
】
 

郎
 

◇
喜
良
市
財
産
区
（
足
員
＋名
）

・

桑
田
伯
吾
、南
川
嘉之
助
、伊
丸
岡

政
美
、
古
川
佐
一郎
、
桑
田
精
治
、
 

伊
藤
武
里
、佐
藤
忠太
郎
、西
村
正

治
、
小
野
正
彦
、大
橋
警
雄
 

あ
し

あ
と
 

一一
 
日
 
町
村
合
併
調
整姿
1
1
会
（
豊

島
A所
）
 

日
 
共同
募
金
打
合
公
 

日
 
小田
ル
ダ
ム地
質
調
査
（
歴
 

林
省
、佃
台
農
地
小
務
局）
 

九
 
日
 
原水
爆
禁
止
の
会準
備
会
 

胃
森
ー
金木
聞
m路
建
殴
の
陳
個
 

〇
日
 選
挙
管
理
姿
n
会
（
財
産区
）
 

一
日
 金
木
高
柳
扮（
介姿
員
会
 

四
日
 農
業
姿
員会
農
地
部
会
 

五
日
 敬
老
会
 

六
日
 民
牛
褒
鮭
惟
せ
ん鷲
）
会
‘
 

原
水
爆
禁
止
の
会
結
成大
会
 

小
田
ル
ダ
ム地
質
閥
査
 

一
七
日
 
町
」線
鋤
会
打
合
会
 

仙
台
農
地
事
務
局
竹
内
課
長
来
町
 

一
八
日
 財
産
区
会
議
1
1
選
挙
 

一
一
四
日
 
町
臓
会
全
員協
議
会
 

ニ
五
日
 少
年
防
犯
弁
胎大
会
（
金
中
）
 

金
木
高
校
議
会
 

一
一
八
日
 
町
臓
会
教
青
民生
常
任委
員
 

会
 編

集

後
記
 

9
：
今回
の
金
木
だ
よ
り
は
思
い
き
つ

て
B
っ
輸
の
一
買
と
し
、
下
段
に
広
告

形
式
の
広
報
記
事
を
とり
入
れま
し
た
 

『
金木
だ
よ
り
』
の
あ
り
方に
つ
い
て

ぱ
、
皆
様
の
こ
費
は
十
分考
慮
じ叱

企
側
細
築
しま
す
か
ら
、こ
指
導
と
、
 

こ
協
力
をお
皿
い
しま
す
（
柵
集ーナ
）
 

,
 

、
 

月
 

9
 

い
［
つ
て
き
た
ー
 

を
 
町
長
が
行
つ

よ

、
ハ
会長
よ
り

の
一
省
と
して
の
 

g一一に1 
霧  1交 
ド 長  A 
=． ~ ~ 

「
が
し繊

つ
き
か
 

・

つ
て
い

畠
し
て

と
立
ち

を
覗
い
 

笠霧質 2(! ( つ奉 
-- I'撮篇舞す著言 

た
の
が

よ
う
な

た
。
 

、
も
う
 

▽
新
市
町
村軍
位
髭
伽
 

間
組
合
お
よ
び桑

妻
組

合

こ
れ
ま
で
各
市
町
村
単
位
に
農
業
委
員
 か
ら
各
一
人
と
、
さ
ら
に
市
町

会
が
股世
さ
れ
て
い
たが
、
そ
の
後
、
 の
推
せ
ん
に
よ
る学
職
経
験
者

市
町
村
が
合
併
さ
れ
たに
も
か
か
わ
ら
 内
を
市町
村
長
が
委
員と
し
て

ず
農
業
委
旦
会
が
依
然と
し
て
、
旧
市
 
るこ
と
に
な
つ
てい
る
。以
上

町
村
に
設
皿
さ
れ
たま
ま
と
な
つ
て
い
 に
委
a
の
数
が
相
当
拡大
さ
れ

た
の
で
、新
巾
町村
単
倍

統
合
す
る
 
町村
合
併
に
よ
つ
て
区
域
が
大

こ
と
がで
き
る
よ
うに
整
備さ
れ
た
。
 つ
た
た
め
で
あ
る
。
 

▽
選
挙委
員
のほ
か
 

人
と
な
つ
て
い
たの
 

を
夫

y
四
」人
と
し
た
。
 

当
町
の
場
合
は
次の
と
お
り
 

こ
の
足数
は
、
屡
家
戸
匿
、
耕
地
面
積
 ①
選
挙
区
お
よ
び委
員
の
定
数
 

九
月
十
ニ
、十
三
の
画
日
に
わ
たり
北

五
地
域
婦人
団
体お
よ
び
婦人
学
級
運

営
研
究
協
議
会
が
斜陽
館
に
お
いて
開

催
さ
れ
た
。
 

来
質
お
よ
び
北
五
地
城
の
婦
人
会
幹
）
帥

地
元
婦
入会
会
1
1等参
集
者
約
百
五
十

名
を
越え
、
一
同熟
心
そ
の
もの
の
研

加懲
度
で
、
有
意
義
な
ニ
日間
で
あ
つ

た
。
 

露
一
日
目
は
開
会
式
に
続
いて
、
県
皿

図
魯
館長
小
野
正
叉
氏は
、
例
の
豊
富
 
 

な
話
馴
を
縦
枇に
駆
使
して
『
幸
せ
に

つ
い
て
』
と
圃
しズ
、
お
互
い
が
幸
せ

に
な
る
た
め
に
は
、現
状
に
潤
足
す
る

こ
と
な
く
、と
も
に
悩
み
、
考
え
、話

し
合
い
、瑚
想
に
向
つて
歩
を
進
め
て

ゆ
く
姿
が
、と
り
もな
お
さ
ず
、実
践

す
る
婦
人
学
級
の
姿
であ
り
、気
ど
b
 

ず
に
、
お
互
い
が
失
敗
験
を持
ち
繊
し

て
、
研
究
の
素材
と
し
、あ
り
のま
ま

に
語
り令
っ
こと
が
、お
互
い
を
幸せ

に
す
る
の
だ
、と
い
う丙
容
の
講演
を
 
 

の
仕
小
に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
、そ
の

道
の
オ
1
ソ
リ
テ
1
か
筋
曾
者
と
して

熟
心
に
研
究
討
議
した
。
 

夜
の
交
歓会
で
は
、ュ
1
モ
ア
たつ
ぷ

り
な
蕉
m町
長
の
歓
迎の
こ
と
ば
を
始

め
金
木
音
頭
、
金
木
小
唄の
披
露
、
紅

白
歌
合
戦
と
、
夜
の
更
け
るの
出
忘れ

て
の
レク
リ
エ
1
シ
ョ
ン
に
、
肩
の
こ

り
も
す
つ
か
り
ほ
ぐれ
、
大
い
に
親
睦

の
実
をあ
げ
た
。
 

第
ニ
日
日は
分
科会
報
省に
つ
づ
いて
 

今
年
四
月
よ
り発
足
した
、
金
木
コ1
ー
 

ラ
ス
会
は
（
金
木
青年
団
と合
流
、
責
一

任
者
n
阿
部
足
一
、浅
木
全
一）
そ
の

後
、
熟
心
に練
習
を
か
さ
ねて
い
る
が

云
る
九月
一
干七
日
、次
の
よ
う
な
計

画
を
立
て
た
。
 

①
秋
の
芸
術
シ1
ズ
ン
に
は
、多
数
の

ム覇

に
参
加
した
い
。
 

②
年
間
、村
に
閣
る
い
歌
を流
す
ため

に
い
ろ
い
ろ
の
機
会に
舞
台に
立
ち

た
い
。
 

③
多
く
の
町
民
に
朋
る
い
歌
を
、口ず

さ
ん
で
い
た
だ
くた
め
、ま
た
会
を

理
解
して
も
ラ
っ
た
め
、多
数
の
会

凪
を
参
加
させ
た
い
。
 

の
他
町
村に
も
出
か
け
、会
械
相
互
の

力
を
つけ
た
い
。
 

ま
た
コ1
ラ
ス
会
で
は
、
次
の
よ
う
な

日
程
で
練
習
し
て
い
る
。
 

〇
毎
週金
曜
日
、午
後
）山
時
よ
り
八
時

半
ま
で
。
 

（
覇
所
、
‘
金
木
小学
校
音
楽
室
。
 

春
の
造
林
希
望
を
受
付
 

1
0月1
5日ま
で
皿
商課
へ
 

明
年
の春
、
造
林
す
ると
い
う
覇

m者

が
あ
れば
、
次
の
こと
が
らに
注
意
し

来
る
十
月
十
五
日ま
で
、当
町
役場
農

林
商
工
課
へ
申
込
ま
れ
たい
。
 

①
他
人
に
依頼
し
て
の
申
込
み
は
受
け
 
 

間
組
合
お
よ
び農
業
共
済
組
合
の
理
本

か
ら
各
一
人
と
、
さ
ら
に
市
町
村
葵
』
 

の
推
せ
ん
に
よ
る学
職
経
験
者
五
人
以

内
を
市町
村
長
が
委
員と
し
て
選
任
す

る
こ
と
に
な
つ
てい
る
。以
上
の
よ
う

に
委
a
の
数
が
相
当
拡大
さ
れ
た
のは

町
村
合
併
に
よ
つ
て
区
域
が
大
き
くな

つ
た
た
め
で
あ
る
。
 

し
、
新
止
渚
巡
励
実
践
への
陰
路
打
開

に
キ
エ
ン
を
あ
げ
た
。
 

こ
の
研
究
会
の
ム】鵬
を
引
受
け
た
地元

金
木
町
帰
八会
で
は
、
安
田
会
長
を
中

心
に
会
皿が
一
致
協
力
して
準
備
七
の

他
に
馳
せ
回り
、
町
及
パ教
腎
委
員
会

は
勿
舶
、学
校
開保
、
町
有
志
の
賛
同

を
得
る
な
ど
、万
全
を期
し
た
た
め
会

の
返
営
が
ス
ムー
ス
に
行
わ
れ
、
参
集

着
に
よ
ろ
こ
ばれ
た
。
 

鄭
鮎
）
」
繊
 

、
 
〇…
東
北
大
学の
半
沢
教
授
一行
が

一
来
町
し
、発
珠
山
眠
に
石
油
の
含
油

層
の
あ
る
こ
と
が確
認
さ
れ
、
中
里
 

，
か
ら
飯
詰
に
か
け
て
の
鉱
区の
持
主

原
田
義
一
氏

（
金木
鉄
工
鳩寵
営
）
 

・

を
喜
ば
せ
たが
戸
こ
ん
考
」
喜
臭m
 

一
山
大
判
沢
の
銅
山
が
応葉
化
さ
れ
る
 

，
だ
ろ
うと
い
う
ニ
ュ

ー
ス
が
もた
ら
 

．
さ
れ
た
。
 

そ
れ
は
去
る
士
ル
日
、一流
鉱
山
の
 

 
日
鉄

青
森
出
張所
長
が
、
花
田
町長
 

．
を
訪
れ
、
大
判
沢
鉱区
は
蕪
で
あ

・
・一2
、
挨
拶
つ
い
で
の
話
題か
ら
明

ら
か
に
な
つた
も
の
。
 

【写
翼
I
左
が
青
森
出
張
所畏
】
 

‘
〇

・・
秋
元厚
牛
述
金
宋
病
院
畏
が
、
 

・

奥
さ
んの
爽
家
で
医
院
を
経
営
して

い
ス
関
係で
、
こ
ん
ど
驚
へ
帰
り
 

，
養
父
と
一
緒に
病
院経
営
を
す一
皇

与
 
め
、
去
る
二
十
一日
金
木駅
を
昂
発
 

、
 

ぼ
れ
た
「老
人
の
月
 

一
 藤
元
氏
に
感
謝
状
を
贈
る
 

は
＋
 
；・
五
日『
老

響
一
爵
者
（
七

需
 
乞
金
木町
保

些
 
り
敬
老
会
を
 

」
」
「
，町
見
か
ら
 

可
一一Jノ
大
に山
（
 

な
」二
の
り
楽
しい
 

ニ
 
ョ
1
ク
の
藤

ら
旺
一
蚕の
お
役
 

に
贈
呈
した

一
元
一
 
は
終

ブ
り
金木
小
、
 

「
を
され
、
今
 

、
も
と
、一
万
 

」こ
と
に
対
し

閣
の
こ
と
ぱ
を
 八

月
末
現
在
、町
税
の
微
取率
が
約
二
 

O
パ
ー
セ
ン
トと
い
う
成搬
で
あ
ろ
た

め
十
月
か
らは
再
融
計
画
の
爽
行
が
危

室
ょ
れて
い
兎
 

町
当
周
で
は
、三
年
翼

」
」
た豊作
の

こ
の
川
来秋
に
は
、題
の
湖
納
か
ニ

掃
し
よ
う
と
目
下微
脱
計
策
森
っ
て

い
る
。
 

岩
村
現
藤
喪
の
話
ま
の
適
用
か
橿

け
た
再
建
団
体
であ
る
当
町
の場
合

計
圃
ど
お
り
の
秘
金
が
入
つ
て
こ
な

け
れ
ぱ
、つ
な
ぎ資
金
の
借
入
れ
も
 

④…・農業委員会法がー部改正され、当町でも金木、嘉潮、喜・・・・⑨ 

⑥・・・・良市と合併前の旧町村軍位の地区農業委員会が、こんど…；⑧ 

⑧ー統合されたが、 改正法による麗業委員会制度はどんなにー④ 

⑥・・・・なつているのか、以下モの概要を述べてみよう。 

困
灘
に
な
る
ば
か
り
で
なく
財
政
の

再
建
もで
き
な
く
な
り
、叱
府
で
せ

フ
か
く
和
子の
補
給
ま
で
して
貸
し
 

「
と
れ
た
一
手
百
万
円
の
再
建
償
の

加
上
げ
返
衝
か
益
ぜ
られ
る
お
そ
れ

も
あ
り
ま
た
利
子
の
補
給
も
停
止
ざ
 

ュ
篤
ょ
うに
な
る
か
も
知
りま
せ
ん

モ
の‘
っえ
再
建計
劇
に
よ
・っ学
旋
建
 

、
“
男
●zを
ノ
、
房z7、
、
‘"
z
h

弓
2
く
e・z
N
J
く
‘
、zら
‘、
く2
zz‘
く
くz
z
2
く
5
、
zz
zく
、
、z力z
z‘
く‘
"
 

出
来
秋
に
滞
納
を
一
掃
 

徴
税
率
は
八
月
末
で
二
〇
％
 

dん
に
『
昨
年
故
 
て・
牟
慮
い比
か顧
臓
し
て
い
ょ
す
。一
らと
思
い
、
少
い
額
では
あ
りま
す
が
一
行
い感
銘
を
与
え
た
。
 

高
橋
敦
育
長
、山
本
小学
校
長
、鳴
海

り
卿
畿
が
、
い
ま
 
鴨
に
敬
老
会
の
こ
とが
一
番
m（
象
に残
一
ぬ
に
か
の
お
役
に
たて
さ
せ
て
く
だ
さ
一
」」破
婆
ニ
つ
の
分科
参
に
分
れ
、①
婦
 
ドク
タ
ー
の
三氏
が
塁
いに
名
か樋
せ
 

．
裏
 
マ
こA王
〕逮
一
“
，意
ダ
聖ど
か
為せ
ん
、、ん
婦
も
（
A
l「J
）
レ
〕い
う
露
味
m私
州
み
り
と
）ズ
 
入
団
馴
《
慰N馴
欝
鼻

油
卿
り
ーて
い
る一
鳳
」
《
＼
勧
ル
」
徴u
で
、
曲

も
、
り
撮
つた
八
ーモ
ろ
クと
し
よ
り
の
日矛
が
助
れ
る
こ一
刊
を
同封
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
 
後
の
あ
り
方に
つ
い
て
、ま
た
担碑
者
 々

の
パネ
ル
デ
ス
カツ
シ
ョ
ン
を
膿
開

一
 

町
に
明
る
い
歌
を
 

金
木

コ
ー
ラ

ス
会

の
計
画
 

．一
く
 
．‘4
3
、
ー
，
 
‘
 

ー
‘
 ，
ー
ー
‘
 
ー
 

ー
 

し
た
。
 

築
、
遺
路
など
一
 
二
 
 
×．三
 
い
 

な
い
。
 

d
一F
 

，
い‘
け
，「
‘・
国／
L」
‘
い
  
f
H
 
 
、
”
H

i
‘

ー
・；
し
・
一、
つ
 
同
氏

は
弘
大
田
身
て
、院
畏
に
就
任
 

う
半
憩
も
生
ず
る
の
で
、“
二
Hの
 
の印
鑑
は
壁
・
押
参
さ
れ
た
い
っ
 

）
”
貝
‘い
H
・
。一1
釦
『
頑
い
 

『
，
ンk
'H
二
吃
一

《
プ
ーj
」
 
H
n「
～,H
け
n
い
コ
『G

、
l
F」
 
一
年
後
に
黒
字
を
田
した
と
S
う
手

山
様
に
む
概
マ
だ
さ
る
よ
ら一切
に
 黒
林
罵

樹
の
観
短
、
木
数
、地
区
 

し
い
”
引
り
か
』H
』
ジ
「
い芋
F
 

工‘
い
こ
，
ブ
」
プ
ー
‘
叱
くt

‘
 
」
け
ブ
い
い
”
巨
け
い・
いH
、
コ
ー
‘
腕
家
で
あ
る
ぱ
か
り
で
な
く
体育
協
 

お
履
い
しま
す
「
 

此
畜
 
鐘
恕
位調
か唇
に
嘩
遥
む
こ
と
 ジ
i
ー
…
・
・j
…
j
…
 

・
 

学
識
経
験
者委
員

の
互
遥
 

一
一
人

計
 
十
六
人

②
農
業
振
興
部
会
 

ナ
五
人

▽
所
管
事
務
は拡
大
 

農
業
委
員が
仕
小
憲
め
て
い
く
た
め
 
こ
れ
ま
で
行
つ
て
き
た
展
地
事
務
、行

に
は
農
業委
只
会
の
終
会で
議
決
さ
れ
 
俸

に
対
す覇

言
、
答
申
ば
か
り
で
 

】 

鷺灘灘驚議I 
昭和32年R月末現F  ー 一 ’ー 	， 

区 	分 金 	月く 嘉 	沌1~喜且市 h 

1'. 	I::I 8,461 4,283 3,501 16,245 

tt!: 	帯 1,491 845 559 
「 

2.895 

異
 
助
 

日I  生 23 11 18 52 

死  1と： 3, 4 2 9 

駈ミ 入 52 8 6 66 

転 出 44 23 1一 68 

婚 	姻 6 4 3 13 

離 	婚 2 0 0 2 

 
財
産
区
議
会
議
『
只
当
選
者
 
工
藤

多
一
郎
、
伊
藤
足
市
、鳴
海
彦
 

暴
爵
喪

（
定
員八
名
、
鉦
授
晋
 
一
、
山
中
武太
郎
、
鎌
罷
辰
、
m」
 

田
孫
・
一
、
小
松
常
五
郎
、
松
川
専
五
 

〇
…
写
真
は
結
婚
式
場で
の
ー
シ1
.
 

ン
。
花
嫁
、花
婿
、仲
人
な
ど
が揃

・

つ
て
写
つ
て
い
ま
す
黛
子
は
幼
稚

園
か
保
青
所
のお
子
誉
‘刀
も
の
の
 

の
影
響
で
しょ
・
（
が
。
、
 

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
は
『
次
の
昌
 

婦
人
会
主催
の
盤
横
「
会の
ー
コ
‘
 

マ
で
あ
る
。
 

農
業
圏体
や
学臓
 

t

・
三
ョ
。
ノ
？I
(
 

経
腕
者
で
組
織
 

f

一
隻一
一
『
ノし
予
、

J
 

m
耗
競
繰
取
 

広
 

仕
事
の
推
進
は
部
会
で
 

拡
大
さ
れ
た
所
管
事
務
 

を
も
と
に
市
思
の

条
例
で
定
め
る
が
 巽
告
こ
 
こ
 
或
 

置
 
次
 
たこ
と
を行
つ
て
ゆ
ノ
．わ
け
で
あ
る
が
 な
く
、今
後
は
履
業
振
興
計画
の
樹立

必
嬰
窃
合

に
は
各
地
区
毎
に
選
挙
区
 ；
 
・
 
た子
金
ぺ
、
H
女
 
…
 
今

度
の
改
正
に
よ
つ
ーし
、
部
会
制
度
・
推
進
、農
業
技
術
の改
良
、病
虫
害
の
 

：
と
《
・
・
 
 
f…
‘
ー
 

窮
 
一
 
り
汚
准
口、、
馴
雄
 
十
一
八
 
、
…
 三
し
J
・
《
・
 ー
 

ー
・
『
た・“
→

．三
二H
H・
ー二
【
』
・
目
「
．

H
!
 

を
裂
け
る
こ
と
が
で
き
る
o
 

第
一

朗
彫
鯵
”
、灘
 
土
人

（
常任
委
」
制
度
）
の
よ
う
な
も
の
で
 
晦除
な
栽

家

割

て
瓢
灘
い
 

隠
業
査

は
農
家
の
皆
さ
ん
の
直
接
選
 第
 
二
 大
字
嘉潮
、
中
柏
木
 八
人
 
農地
部
会
お
よ
びそ
の
他
の
部
会を
設
 
とに
な
つ
た
。
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